
第２２田原市男女共同参画推進懇話会 次第 
 

日 時：平成２６年６月２３日（月）     

                                                       午前１０時００分から     

場 所：田原市役所北庁舎３階 ３０２会議室 

 

１  あいさつ  

 ○ 会長あいさつ 

 

 

 ○ オブザーバーあいさつ 【資料２】 

 

 

 

２ 報告事項 

(1) 各委員の取組状況・情報提供 【資料３】 

 

 

(2) 市の取組 【資料４】【資料４－１】【パンフレット】 

 

 

（3）愛知の女性の活躍を巡る現状について【資料５】 

 

 

３  協議事項  

（1）平成２６年度の重点推進テーマにおけるサブタイトルについて  

    平成26年度テーマ 『地域活動における男女共同参画』   

 

 

 

（2）第７回男女共同参画フェスティバルについて 【資料６】【資料６－１】 

   ≪平成２６年８月２４日（日）開催≫ 

  ア 企画概要 

   ○団体の出展 

 

 

   ○映画作品について 

 

 



  イ 運営部会の設置 

   ○運営部会委員の選任 

 

 

 

４  その他 

（1）市民提案型委託 男女共同参画啓発事業について 【資料７】 

  平成２６年６月中旬頃から募集開始 

 

 

 

（2）男女共同参画フェスティバルに係る今後の予定について 

○第１回フェスティバル運営部会：６月下旬頃（予定） 

 

 

 

 

 

（3）内閣府男女共同参画週間【チラシ】 

   ６月２３日（月）～６月２９日（日） 

 

 

 

 

※次回懇話会開催：平成２６年１０月頃（予定）  

 

（配布資料） 

 【名簿・配席表】※当日配布 

 【資料１】田原市男女共同参画推進懇話会規約 

 【資料１－１】田原市男女共同参画推進懇話会の概要 

 【資料２】地域づくり 2014･6月号 

【資料３】各委員の取組状況・情報提供等 ※当日配布 

 【資料４】田原市男女共同参画推進プランに基づく市の取組 

 【資料４－１】女性登用率の向上について 

 【パンフレット】なりたい自分になるために（中学生向け啓発パンフレット） 

 【資料５】愛知の女性の活躍を巡る現状について 

 【資料６】第７回男女共同参画フェスティバルについて 

 【資料６－１】第６回男女共同参画フェスティバル開催状況 

 【資料７】市民提案型委託制度 男女共同参画啓発事業について 

 【参 考】田原市男女共同参画推進プラン ※新任委員のみ配布 

 



第２２回田原市男女共同参画推進懇話会委員名簿 

任期：平成２５年６月１２日～平成２７年３月３１日 

 

【委 員】 

  氏 名 所属団体・役職 備 考 

1 会 長 河合 田原市地域コミュニティ連合会 理事（野田校区会長）  

2 副会長 森下 静子 女性会議ウィットＷＩＴ 代表  

3 委 員 三浦 大輔 一般社団法人田原青年会議所 組織活性化副委員長 欠席 

4 委 員 渡会 里美 あかばねひらがなの会 会員  

 5 委 員 中神 信明 ＪＡ愛知厚生連あつみの郷 所長 欠席 

 6 委 員 菊池 邦子 社会福祉法人田原市社会福祉協議会 主任 新

 7 委 員 吉武 正康 愛知外海漁業協同組合 代表理事組合長 欠席 

8 委 員 太田  司 田原市認定農業者連絡会 会長 欠席  新

9 委 員 小久保満晴 愛知みなみ農業協同組合 人事課長 新

10 委 員 榎本 明美 渥美商工会女性部 部長  

11 委 員 北野谷充香子 田原市商工会女性部 副部長 新

12 委 員 加藤 昌高 渥美半島観光ビューロー 事業推進本部員 欠席 

13 委 員 大竹 正章 田原市議会 議員  

14 委 員 大岩 澄代 田原市更生保護女性会 理事 新

15 委 員 鈴木 貴江 田原市農業委員会 委員  

16 委 員 金原 真人 田原市教育委員会 委員  

17 委 員 宮本 孝子 行政相談委員  

18 委 員 中村  匡  田原市政策推進部長 新

19 委 員 永田みよ江 公募者  

20 委 員 田中  剛 公募者  

21 委 員 平野 利依 公募者 欠席 

22 委 員 鈴木 京子 公募者  

 

【オブザーバー】 

氏 名 所属団体・役職 備 考 

武田 圭太 愛知大学文学部教授  

 

【事務局】 

氏 名 所属・役職 備 考 

鈴木 通之 政策推進部市民協働課長  

彦坂 英美 政策推進部市民協働課 副主幹  

仲井  萌 政策推進部市民協働課 主事補  

 

  



 

第２２回田原市男女共同参画推進懇話会 配席表 

（敬称略）    
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委員 中神信明 
 

 

田原市社会福祉協議会 
委員 菊池邦子 
 
 

 
 

愛知みなみ農業協同組合 人事課長 

委員 小久保満晴 
 

 

 

渥美商工会女性部 

委員 榎本明美 
 

 

 

 

 

田原市商工会女性部 
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委員 大竹正章 

 

 

田原市更生保護女性会 
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田原市農業委員会 

委員 鈴木貴江 
 

 

田原市教育委員会 

委員 金原真人 
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委員 宮本孝子 
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入り口 

田原市地域コミュニティ連合会 

会長 河合  
女性会議ＷＩＴウィット代表 

副会長 森下静子 

愛知大学文学部教授 

オブザーバー 武田圭太 



田原市男女共同参画推進懇話会規約 
 

（名称） 

第１条 本会は、田原市男女共同参画推進懇話会と称する。 

 

（目的） 

第２条 本会は、市民、市民活動団体、事業者及び市の機関が、本市における男女共同参画

を推進する協働の場を設け、全体又は個別に推進策に取り組むことを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 本会は、前条の目的を達するために次の事業に取り組むこととする。 
 

(1) 田原市男女共同参画推進プランに掲げる市の取組の進行状況を確認すること。 
 

(2) 市全体及び各分野における取組を市民協働で推進すること。 
 

 

（委員） 

第４条 本会は、委員２５人以内で構成する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が指名するものとし、第１号から第３号までに規

定する委員は関係団体の推薦に基づき、第４号から第６号までに規定する委員は本会の目

的に基づき判断するものとする。 

(1) 地域団体、福祉・医療団体その他市民活動団体の関係者 

 (2) 産業関係団体の関係者 

(3) 各種委員会、市議会及び市の関係組織の関係者 

(4) 市の職員 

(5) 学識経験者 

(6) その他男女共同参画推進に関わる個人又は団体の関係者 

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、年度の途中で指名された委員の任期は、就任の日

から翌年度の末日までとする。 

４ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 委員の再任は、妨げないものとする。 

 

（オブザーバー） 

第５条 本会にオブザーバーを置くことができる。 

２ オブザーバーは、学識経験者の中から市長が指名する。 

 

（役員） 

第６条 本会は、委員の互選により次の役員を置く。 

(1) 会長 １名 

(2) 副会長 １名 

 

２ 役員は、次の職務を行う。 

(1) 会長は、本会を代表し、会務を総理する。 

資料１ 



(2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。 

 

（会議） 

第７条 本会の会議は、年２回以上開催し、次に掲げる事項を議題とする。 

(1) 第３条に規定する事業に関すること。 

(2) 第５条に規定する役員の選任及び本規約の改正に関すること。 

(3) その他会長が必要と認めること。 

 

（部会） 

第８条 本会は、市全体の男女共同参画推進事業等の企画運営機能として部会を設けること

ができる。 

２ 部会の設置、活動内容等は、前条の会議において決定する。 

３ 部会の構成員は、本会の委員から会長が選任する。 

４ 前項の規定にかかわらず、公募により、市民等を部会の構成員とすることができる。 

 

（事務局） 

第９条 本会の事務局は、田原市政策推進部市民協働課が担当する。 

 

（雑則） 

第10条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は、会長が定める。 

 

附則 

 この規約は、平成２１年４月１日から施行する。 

附則 

 この規約は、平成２３年６月１７日から施行する。 

   附則 

 この規約は、平成２６年４月１日から施行する。 
 

 



男女共同参画推進懇話会の概要 
 
 

１．活動の方向性 
 

懇話会は、田原市男女共同参画推進プランに掲げる目標の実現を図るための組織です。 
 
 

「田原市男女共同参画推進プラン」 
（平成18年度策定・平成24年度一部修正／計画期間：平成19年度～平成28年度） 

 

 

・みんなが自分らしく輝けるまち・たはらを将来都市像としている。 
 

 

・５つの分野（推進目標）に分けて、市の取組内容を具体的に掲げるとともに、市

民・市民活動団体・事業者の取組のあり方を示し、指標等を設定している。 

 
 
２．懇話会のあり方（懇話会規約参照） 
 

（１）設置目的  

本会は、市民、市民活動団体、事業者及び市の機関が、本市における男女共同参画

を推進する協働の場を設け、全体又は個別に推進策に取組むことを目的とする。 
 

（２）委  員  

○構 成 … 市民、各種団体（地域・福祉・防災・教育・農商工等）の関係者、

学識経験者、市の機関の職員等、合計25名以内で構成する。 
※各分野での男女共同参画を進めることを目的としているために委員数は

多くなる。 
 

  ○任 期 … ２か年度（平成25年6月12日～平成27年3月31日） 
 

  ○選 任 … 地域団体、福祉・医療団体、市民活動団体、産業関係団体、各種委

員会、市議会及び市の関係組織の関係者は、関係団体からの推薦に

基づき、市の職員、学識経験者、公募者は市長が指名する。 
 

（３）活動内容  
 

① 推進プランに掲げる市の取組の進行状況を確認する。 
 

② 市全体及び各分野における取組を市民協働で推進する。 
 

※ 懇話会として実施する市全体に関わる調査研究・啓発事業等と、各委員の所属団体（分野）の 

取組の促進を想定する。 

 

 

 
         

（４）運  営  
 

○懇話会 … 年３回程度開催する。 
 

 
 

○部 会 … 活動内容② に掲げる取組を行うため部会を設けることができる。 
 

 

 

○事務局 … 事務局運営等の庶務は市（市民協働課）が行う。 

           

 

例）市全体の活動 ⇒ 男女共同参画フェスティバル開催、課題研究、情報交換 等  々

  各分野の取組 ⇒ 個別分野の取組の推進・相互協力・支援、市の取組への対応 等  々

資料１－１ 
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各委員の取組状況・情報提供 

１ 女性会議ウィットＷＩＴ 森下 静子 委員 

  
○女性会議ウイットＷＩＴ では、平成 26 年度田原市市民活動協働補助金 に採択され

事業をスタートしております。 

（✤参考チラシ） 

ライフプランを考え

る講座 
6 月 14 日 
6 月 28 日 
 

上鵜瀬孝志氏による 
ライフプランから、自らの期待と不安を考え解決方法

への提案を内容とした講座およびワークショップ 

愛知を知る講座 
愛知を知り、田原で

よりよく生きること

を考える講座 

7 月 19 日 吉本明子副知事による 
「今の時代の問題点を『男女共同参画』で乗り越えるとい

うことを考える」をテーマの講演会とディスカッション 

映画から社会の問題

をかんがえる講座 
9 月 20 日 
（27 日） 
11 月 15 日

（29 日） 

高野史枝氏・山上千恵子氏講演会  
「わたしの高齢期のハッピーの鍵を映画のリテラシーによ

って探る」映画から見る“社会と切れる”ということ 

地域・人のネットワ

ークを考える講座 
1 月 17 日 
 

渋谷典子氏と上鵜瀬孝志氏による 
“どう生きる”を問い、地域・人のネットワークを自

ら考え、活動を促す講座およびワークショップ 
「どう生きる？ワクワク充実人 友がいて“協奏”す

れば大丈夫」 
 

 

２ 田原市議会 大竹 正章 委員 

  

議会改革特別委員会にて次期議員定数も確定の見通しとなり、田原市議会にお

ける女性議員の必要性について。 

 

 

３ 更生保護女性会 大岩 澄代 委員 

  
男女が協力して、豊かな生活がおくれる社会であってほしいと思います。 
いろいろな分野の方々のご意見を聞きながら考えていきたいと思います。 

 

資料３ 
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４ 農業委員会 鈴木 貴江 委員 

  
市の男性職員における育児休暇取得の現状について、教えてください。 

 

５ 公募 永田 みよ江 委員 

 【推薦映画作品】  潮風の村から ある女性医師の軌跡 

  

【推薦理由】 

 この映画の女性医師は田原市に住み、現在も現役医師として活躍中の北山郁子さ

んです。 

６０年前、渥美半島の農村に結婚で来て以来、数々の辛苦を経て、現在を生き

る女子医師の姿そのドキュメンタリーはフェステバルにふさわしいと考えます。

  

地元で撮影され、地元の人が協力して作った映画をこのフェステバルで上映出

来たら、素晴らしい事です！やっぱり地元で多くの人に観て頂きたいです。 

  

立場、考え方の違いから、人々は対立したり、傷つけたり いがみ合ったり 心

に棘をさしたり 刺されたり、上下で人を見たり・・でも私たちは人間なんだか

ら、考えは違って当たり前、違いを尊重できる私でありたいと、日々反省ししな

がら、生きています。 

  

対立や拒否からは、柔軟な考えや発想は中々生まれないですが、違いを認める

大きな心が、芽生えた時、人はやさしくなれ、差別や暴力と距離が開く自分にな

れると思います。 

   

ローカルな映画ですが、推薦します。 

  

推薦理由が今回の私の取り組み意見です。 

 
 
 

６ 公募 田中剛 委員 

  

✤添付資料あり（４ページ） 
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＜成⻑戦略＞⼥性登⽤義務化⾃治体・企業に…関連法案検討   
毎⽇新聞 6 ⽉ 3 ⽇(⽕)7 時 45 分配信      

 安倍政権が推進する⼥性の活躍促進のため、政府が⽉内に策定する新たな成⻑戦

略に盛り込む施策の全容が２⽇、分かった。国や地⽅⾃治体、企業に対し、⼥性登

⽤の⽬標や⾏動計画の策定、公表の義務化を検討。来年の通常国会に関連法案の提

出を⽬指すことなどが柱で、⺠間の⼥性登⽤を後押しする新たな認定制度の創設や、

助成策を検討し、「今年度中に結論を得る」としている。 

 検討する施策では、公務員への⼥性職員の採⽤・登⽤拡⼤のため、「国家公務員

が率先して取り組む」とし、全府省の次官級からなる「⼥性活躍・仕事と家庭の調

和推進協議会」を設置。⼥性の登⽤⽬標の設定や進捗（しんちょく）状況を公表し、

取り組みを着実に進める。 企業に対しては、有価証券報告書に⼥性役員の⽐率の

記載を義務づけるほか、コーポレートガバナンス（企業統治）に関する報告書に、

役員や管理職への⼥性登⽤促進に向けた取り組みを記載するよう求める。⼥性登⽤

に積極的な企業を評価する指針を国や⾃治体が策定し、公共事業などの受注機会増

加を図る。育児休暇中の代替要員の確保や復職の環境整備を⾏う企業への⽀援制度

も拡充する。 

 このほか、育児・家事⽀援策として、共働き家庭などの⼩学⽣を放課後に預かる

放課後児童クラブ（学童保育）の定員枠を２０１９年度までに３０万⼈分拡充する

ための「放課後⼦ども総合プラン」を年央に策定。⾃治体に実⾏計画の策定を求め

る制度改⾰を年度内に⾏う。 保育園などに⼊れない待機児童解消に向けては、「保

育⼠確保プラン」を年内をめどに策定。育児経験のある主婦らを対象に、保育⼠を

サポートする新たな公的資格「⼦育て⽀援員」の創設も盛り込んだ。家事サービス

業者からなる推進協議会を設置し、安価で安⼼なサービス体制の構築も⽀援する。 

 安倍政権は「２０年には、あらゆる分野で指導的地位の３割以上が⼥性となる社

会を⽬指す」が⽬標。⼥性の社会進出を進めるため、会社員の夫と専業主婦の妻の

世帯を中⼼に税負担を軽減する「配偶者控除」などの⾒直し議論を進めている。成

田中委員報告 

添付資料 
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⻑戦略では、税制や社会保障、配偶者⼿当などの制度の⾒直しについて、政府の経

済財政諮問会議（議⻑・安倍晋三⾸相）の下に新たな会議体を設け、「年末までに

結論を得る」と盛り込む。 

■成⻑戦略に盛り込む⼥性の活躍促進策 

・国、⾃治体、⺠間に⼥性登⽤の⽬標設定、⾏動計画策定の義務付けを検討。来年

の通常国会への関連法案提出を⽬指す 

・公共調達や補助事業で⼥性の活躍推進に積極的な企業への受注機会を増⼤ 

・全府省の次官級の協議会を設置、公務員の⼥性登⽤拡⼤に向けた⽬標を設定 

・「放課後⼦ども総合プラン」を年央に策定 

・公的資格の「⼦育て⽀援員」（仮称）を創設 

・働き⽅に中⽴な税制、社会保障制度、配偶者⼿当について年末までに⼀定の⽅向

性を出す 
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時代の⾵:⼥性の登⽤促進策＝元世界銀⾏副総裁・⻄⽔美恵⼦ 

毎⽇新聞 2014 年 04 ⽉ 06 ⽇ 東京朝刊 

 ◇選考は「男⼥の差別なく」 

 先⽉の本欄「⼥性の社会進出」に⼤勢の読者から感想を頂戴し、⼤変いい勉強をさ

せていただいた。特にうれしかったのは、年齢も役職も異なる男⼥が、そろって、

⼥性のクオータ（割当制度）を義務づけるのはいい⽅法なのかと、真剣に悩んでお

られること。 ⼥性の割当制度は男性に対する逆差別になる。ひとつの差別を他の

差別で解消するのは、偽善でしかない。私は、ごめんこうむる。⽇⽶両国で差別を

体験した時の、あのやりようのない鬱憤は、誰にも経験してもらいたくない。⼥性

の登⽤促進策は、他にある。 仕事柄、数⼗年にわたって世界各国の政党や、⾏政

機関、⺠間企業等で、⼥性や少数⺠族の登⽤を促進する割当制度の現場を⾒てきた。

成功例も失敗例も同様に多く、⼀概にいいとも悪いとも⾔えない。 しかし、失敗

と成功の分かれ⽬は、はっきりしていた。⾔うまでもないが、この制度は不適任者

が選ばれるリスクを⾼める。失敗原因のほとんどがそれで、初期の割り当て登⽤は

⽬⽴つから、当⼈はもとより後に続く⼈のためにもならなかった。成功例に共通す

る要因はその逆。選ばれた⼈物が逸材で、ロールモデルとパイオニアの役⽬を担い、

後に続く者に道を開いて、割当制度を無⽤にした。 つまり、⼥性の登⽤促進策は、

優秀な⼈材を選ぶことに尽きる。念のため、優秀な⼥性をと⾔っているのではない。

優秀な⼈材を男⼥の差別なく選ぶこと。それが、⼥性の進出を促進する結果をもた

らすのだ。その鍵は、「男⼥の差別なく」を、具体的にどう全うするかにある。管

理職等への⼥性登⽤を経営戦略の⼀環として本気で挑戦するつもりなら、⽣え抜き

の⼥性候補が出るまで待てないだろう。ふた昔ほど前の世界銀⾏がそうだったから、

参考に当時⽤いた⽅法を紹介しよう。 まず⼤切なのは、⼥性候補を増やすこと。

この努⼒なしに「男⼥の差別なく」優秀な⼈材の選考は不可能だ。今⽇のわが国の

ように、当時は上級職や管理職候補に適する⼥性の⼈⼝が、世界的に少なかった。

募集広告を⼤々的に出しても、応募者は男性ばかり。ただ応募を待っているだけで
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は、埒（らち）があかない状態だった。 世銀内部の候補者には、「数年早め」の

⼥性職員をリストアップ。外部の⼥性候補者は、ヘッドハンティングを介して世界

中から探し出した。ちなみに⽇本では、海外で働く⽇本⼥性が標的の内に⼊るだろ

う。その⼈⼝は決して少なくないから、効率は⾼いはずだ。 次に⼤切なのは、候

補者に関する情報を「男⼥の差別なく」完璧にする努⼒。私は、公募した役職ごと

に職員有志による委員会を設置し、「３６０度情報収集」の任務を託した。候補者

の上司の推薦のみに頼らず、同僚や、部下、顧客等から評価を集めるためだ。上司

と上司以外では評価が異なるのが普通。そのギャップが、⼥性や有⾊⼈種の候補者

では同⼀⼈物かと疑うほど⼤きく、衝撃を受けた。 無意識な差別感覚は、⼈間な

ら誰の⼼の奥底にでも潜む。ゆえに、委員会の構成には、格別気を配った。特に男

⼥半々の構成を厳守し、運転⼿や秘書から上級職まで有志を募って、多様性を重視

した。 最後に⼤切なのは、インタビューの仕⽅。委員会の調査報告を消化して臨

むインタビューだが、ここでも男⼥半々の構成を厳守し、私の場合は男性の同僚に

同席してもらった。頻繁に起こる判断の差に、無意識差別は無意識だからこそ怖い

と、肝に沁（し）み⼊った。男⼥の⾯接官を置く重要性は、強調してもしきれない。 

こうした選考過程を踏むと、⼗中⼋九、⼥性が選ばれた。上級職や管理職の候補と

⾒なされる⼥性は、⼤⼩さまざまな差別の障壁を乗り越えてきたはず。そういう⼈

材がトップになる確率は、⾼くて当然なのだ。「真実は⼩説より奇なり」と、部下

たちが喜んだ。 ちなみに、候補者には前もって必ず選考過程とその意図を説明し

た。例外なしに歓迎され、時には感謝されたり褒められたりしたことが、印象深か

った。 豪州の某企業から、財務責任者として採⽤した⼥性は、オファーを受けて

こう⾔った。「正直、世銀に興味などなかったの。でも選考過程を体験して考えが

変わったわ。こういう組織なら、⾃分⾃⾝の可能性に思う存分挑戦できると！」 

 

 

 



7 
 

７ 公募 平野利依 委員 

 【推薦映画作品】「潮風の村から」 

【推薦理由】  

この映画は、地元 江比間町に住む現役医師、北山郁子さん（87 歳）の半生を

描いたドキュメンタリー映画です。昨年のフェスティバルでは、映画は完成され

ていましたが、9/6 のウィル愛知における愛知県女性映画祭に先んじて上映を行

うことができず、諦めたという経緯があります。 

9/21 に渥美文化会館にて夜の 7時から上映会が行われ、130 名を超える方々が,

鑑賞されましたが、その時の感想からも、是非、田原の文化会館でも上映をとい

うご意見が寄せられています。 

内容的にも一人の女性として悩みながら自らの生き方を問い続け、地域医療と

性教育活動に向き合う現役医師のドキュメンタリー映画で、フェスティバルに、

適したものであると考えます。 

（✤添付資料：渥美文化会館時 アンケート抜粋／２ページ） 

 

【セミナー参加の報告等】 

今年度、「愛知県男女共同参画人材育成セミナー」(広報たはらにて募集)を受講

させていただいています。計 10 回のプログラムで、共同研究レポート作成も含め

充実した内容となっており、しっかり学んで参りたいと思っております。 

5/30 第 1 回が、ウィル愛知にておこなわれました。 

１．県行政「男女共同参画行政について」 

●全国平均に比べ 愛知県は、 

・性による固定的役割分担意識(夫は外で働き、妻は家庭を守るべき)が高い 

・自治会長に占める女性の割合が低い(今年度も田原市には、一人もいませんね) 

・Ｍ字カーブの谷がやや深い（出産退職、再就職はパート） 

・管理的職業従事者に占める女性の割合が低い 

（やっと今年度田原市役所では、部長級女性職員が生まれました。ご活躍

を応援しています。公立学校の女性校長先生出現より、う～んと遅れてい

る歴史がありますね。） 

・男女の平均賃金格差が大きい。（宮城県についで 2 位。男性賃金は、全

国 4位と高いのに） 

●平成 25 年７月 愛知県初女性副知事 吉本明子さん就任 

・H25.9 より あいち女性の活躍促進プロジェクトチームの開催 

    県男性職員への育児参加支援策イクメンサポート 

（小学生以下を持つ職員 月１はぐみん休暇） 

⇒田原市、育休をとる男性職員出現は？ 

公務員が率先して時代を改革していってほしい。 

・H26.4 より愛知県県民生活部女性の活躍促進監 設置  

「女性が元気に働き続ける愛知」を目指した新規事業１６(予算

47,856,000 円) 

病院・病後時保育促進モデル事業 6,400,000 円 

（51 市町村中 29 ヶ所しかない。田原市もない。モデル事業に手をあげた

のは瀬戸市のみ。手をあげなかったネックは何でしょうか？） 
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２.日本における男女共同参画の現状 

●GGI（男女格差指数 Gender gap index）136 国中１０５位（２０１３年）

教育（女性高等教育進学率）健康と生存（平均寿命）は高いのに、議員等意思

決定の場への女性の少なさ、賃金格差 

●根強い性別役割分担意識 賛成 52 ㌫（２０１２年 特に２０代男女に多い

疲れたモデルをみて？） 

●政府 急激な少子高齢化における労働力不足から、女性の活用へ。（女性が輝

く日本。成長戦略としての活躍促進） 

しかし・・・低賃金、長時間労働（３０代男性 22.1 ㌫ 週６０時間以上労働）

の是正なくしては、ね。 

・育休を言い出すと解雇を言い渡される非正規職員の現実 

・０歳児～２歳児までの保育施設の未整備。超時間保育、病時病後保育など

親の多様な要望に応えられていない⇒安価な私設ベビーシッターの悲劇 

・女性の暴力に対する対応が未整備。特に加害者対応が極めて脆弱。加害者

も性役割に縛られた被害者？！暴力と差別の根治へ 

・若い世代への性教育の実施 大切 （日本の家庭では半ばタブー視。遅れ

ている。まず学校教育にこそ必要） 

・男性の育児・介護休業制度の促進（男性取得率の低さ：民間 2.63、国家公

務員 1.8 ㌫） 

・有給休暇の完全取得と地域活動その他への男女の共同参画 

 

女性も男性も 人間らしく・自分らしく生き、自分の人生を引き受けていく！
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２０１３年９⽉２１⽇ 渥美⽂化会館上映会アンケート より抜粋 

＜１０代・⼥性＞ 

●多くの⾔葉が⼼に響きました。北⼭先⽣のことは映画を⾒るまで知らなかったけど、来てよか

ったと思いました。これからの⼈⽣、⼀⼈の⼥性として⾃分を⼤切にしながら強く⽣きていきた

いと思います。 

 

＜３０代・男性＞ 

●たいへんすばらしい映画でした。⾃分は男性で産婦⼈科のことはあまりわからないんですが、

⼥性にしか味わえない苦労、喜びがあるのだなあと思いました。また、ＳＥＸ、性に対する考え

が改めて教えられました。今後の⾃分の⽣活の中で性⾏為をするときの良いアドバイスになりま

した。（旧・⽥原町） 

 

＜３０代・⼥性＞ 

●映画のテーマが四⽅⼋⽅へ⾶んでいる。郁⼦さんプラスあつみの⼈、歴史、について描きたい

のか⽇本の性の問題について描きたいのか? 地元⺠としてはもう少し⽕⼒発電の反対運動と

郁⼦先⽣の活躍を⾒たかった。かつてこの半島でそういうことがあったと聞いているが、実際に

町の⼈たちがどう動いたのか何が動いたのか。あと、トークをきいて思ったのですが戦後の⼥性

についての話ももっと聞きたかった。私の年では⺟親も戦後のことを知らないので。医学校時代

の話も詳しく知りたかった。⼥性が医療の道へ進むことのむずかしさ悩みも詳しく描いてほしかった。 

 

＜４０代・⼥性＞ 

●⽥原に⽣まれ育って 40 年以上ですが、北⼭先⽣のことはほとんど知らずに来ました。今回の

ドキュメンタリー映画がきっかけでいろんなことを知り、考えさせられるきっかけになりました。

素敵なドキュメンタリー映画でした。⽥原市の⽥原⽂化会館でも今年度の上映を希望します。ぜ

ひ、もっと多くの⽅に⾒てほしいです。北⼭先⽣、若すぎでしょ！！86 歳？？みえません！！

年齢 60 前後にみえる・・・。（旧・⽥原町） 

 

＜５０代・⼥性＞ 

●映画を⾒て、北⼭郁⼦さんの⽣き⽅が、とても素敵でした。ユーモアのある⽇常⽣活が、あり

のままが映し出され 北⼭さんの⼈間味があふれていました。とてもかわいい⽅ですね。公害や

性教育に関してはこんなにしっかり活動して⾒えて、すごいと思いました。北⼭先⽣の本を読ん

でみたいと思いました。（豊橋市） 

平野委員報告 

添付資料 
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●北⼭先⽣がドキュメンタリー映画となり広く多くの⼈に知ってもらう機会となりとてもよかった。 

地元にこんな素晴らしい先⽣がいたことを改めて感激しました。映画は、渥美の⾵景に冬の⾵の

⾳が⼊ってとても渥美の北⼭先⽣の映画になっていました。映画を通して先⽣の⼈柄を知ること

ができてとてもよかった。先⽣の若いころの苦労を知ることができて先⽣のことが理解できよか

った。先⽣が好きになりました。トークがあることがさらに映画のこと先⽣のことが深まった。

トークはとてもいいですね。性について⾃分の中で考える機会となった。（旧・渥美町） 

●すばらしい映画だと思います。この映画を是⾮広めて抱けたらと思います。映画を⾒て「⾃分

の体を⼤切にすること、命を⼤切にすること」の⼤切さを改めて感じました。この映画を若い⼈

たちに是⾮⾒ていただきたいです。（旧・⽥原町） 

 

＜６０代・男性＞ 

 ●⼀⼈の⼥医の活動を通して戦後の半島の歴史がうかがえた。（豊橋市） 

 

＜６０代・⼥性＞ 

●映画はよくわかりやすかったです。私も外から来た⼈間で渥美に嫁いできたときは⼤変苦労し

ました。⼥性は⾝分が低い⼟地柄でしたのでさみしい思いをしました。でも、⼒強く⽣きている

⽅々もいて活動もしていて、私もその中へ⼊れてもらい⼤分助けられました。ありがとうござい

ました。今⽇ 来られて本当に良かったです。先⽣、体を⼤切にしてくださいね。（旧・渥美町） 

●北⼭先⽣の若々しい声と仕事や講演会にもはつらつとしてされている姿に感動しました。 

⼥性として⾃分の⽣き⽅も考え直さなくてはと思いました。昭和 30 年代までこの渥美は⽥原市

の中でも男性の⼒が強かったと聞いています。⼥性たちを守るために地元（⽕⼒発電の反対運動）

のためにどんどん⾏動を起こされた⾏動⼒は本当にすご〜〜いと思いました。地元⽥原に⽣まれ

た私は、北⼭先⽣のことを全く知りませんでした。今回この映画を⾒て本当に良かったです。あ

りがとうございました。たくさんの勇気をいただきました。（旧・⽥原町） 

 

＜７０代・男性＞ 

●・渥美半島を題材とした映画としては、⼭本薩⽣監督の『台⾵騒動記』以来で、新鮮な感動を覚えました。 

・「命の安全保障」のたいせつさを、現代⽇本の社会⾵潮と関連付けながらクリアーに提⽰して

いるものだと思う。 

・公害問題や性教育の問題の先駆的な活動家の⾯が良く描かれているが、歌集に内蔵されている

内⾯的な苦悩や影が少し描きたりないと感じました。映画ではなく新たな著作出版としても公表

されるとよいと思います。（⽥原市） 

  



【資料４】

第１項　人権尊重と男女平等の意識づくり

■推進施策の成果指標

プラン頁 担当課 プラン事業名 事業内容 H25年度の実施実績 H26年度の取組予定

1 13
人事課
市民協働課

男女共同参画関連講
座等の開催・支援
偏った習慣等の問題
提起　他

・男女共同参画フェスティバルやほーも
ん講座等を開催するとともに、パンフ
レットや広報誌を作成・配布し、あらゆる
世代・立場の市民や市職員への意識啓
発を行う。
・市職員向け研修会等を開催し、職員
の意識改革を行う。

男女共同参画フェスティ
バル開催（8月）

2 13 子育て支援課 家庭相談事業

市役所子育て支援課及び渥美福祉セン
ターに各1名家庭相談員を配置し、子ど
もの養育やDVなど、家庭内の諸問題に
対して相談対応を図るとともに、要保護
児童及び要支援家庭の見守り、訪問活
動を実施する。

相談等活動延べ件数／
948件

3 13 子育て支援課 児童虐待防止事業

要保護児童対策地域協議会(代表者会
議・実務者会議・個別ケース検討会議)
の運営により、児童に関わる各機関の
連携と役割分担を充実し、児童虐待等
の早期発見と必要な支援、市民啓発を
実施する。

実務者会議／12回

4 15 文化生涯学習課 青少年健全育成事業
地域づくり活動推進交付金として、校区
の青少年健全育成活動を支援する。

子育てをする親など家庭
教育に対する男女共同参
画講座の開催／2回

5 16 学校教育課
男女共同参画に関す
る教職員研修

教職員研修の中に、男女共同参画の視
点に立った内容を盛り込む。

子どもたちの健やかな成
長を願う会参加者数／
362人

■評価指標

プラン頁 調査担当課 調査名 内容 H23実績（％） H28目標（％）

35.3 50.0

家庭 25.8 30.0

職場 16.3 25.0

地域活動 26.5 30.0

社会通念 10.0 15.0

法律や制度 39.4 40.0

政治 20.4 25.0

学校教育 54.7 60.0

田原市男女共同参画推進プランに基づく市の取組

市民協働課
H23年度市民アン
ケート調査

引き続き、DV等家庭での
問題について相談に対応
する。

19
各分野において「男女平等と感じる」の
回答率

男女共同参画フェスティバ
ル（8月）
市職員研修（8月）
市民提案型委託事業の募
集

各種会議の開催により、
児童虐待防止、早期発見
に努める。

子育てや青少年育成を目
的とした地域での活動を
補助金の交付により支援
する。

保護者を対象とした講演
会等には父親の参加も多
くなっており、引き続き父
母両者の参加を促す。

男女共同参画の認知度
「男女共同参画の内容を含め詳しく知っていた」「だいたい知ってい
た」の回答率
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第２項　誰もが参画のまちづくり

■推進施策の成果指標

プラン頁 課名 プラン事業名 事業内容 H25年度の実施実績 H26年度の取組予定

1 21 地域福祉課
審議会、委員会等の女性
の登用推進

民生・児童委員の活動を支援す
る。女性委員の割合に配慮する。

民生・児童委員の女性比
率／45.7％

2 21 地域福祉課
審議会、委員会等の女性
の登用推進

保護司の活動を支援する。女性委
員の割合に配慮する。

保護司の女性比率／
3.7％

3 21 地域福祉課
審議会、委員会等の女性
の登用推進

人権擁護委員の活動を支援する。
女性委員の割合に配慮する。

人権擁護委員の女性比
率／66.7％

4 21 教育企画室
審議会、委員会等の女性
の登用推進

教育委員会委員の女性委員の割
合に配慮する。

教育委員会委員の女性
比率／40.0％

5 23 市民協働課

地域を代表する団体等の
代表者・役員への女性の
登用促進
地域づくり団体への支援

地区自治会協働助成金として、地
区自治会運営を支援する。

校区コミュニティ、地区自
治会等における男女共同
参画講座の開催回数／0
回

6 25 防災対策課
防災に関するワークショッ
プ、研修会等の開催

防災講習会、ワークショップ等に積
極的に市民の参加を促進する。

防災講習会等の参加者
数／4,037人

7 27 環境政策課
環境分野の会議等への
女性の登用促進

各種会議等に女性の登用を促進す
る。

菜の花エコ推進協議会の
女性比率／17.6％

8 27 環境政策課
地域団体における環境啓
発活動

NPO団体の支援、育成を行う。
ＮＰＯ団体の女性会員比
率／53.0％

■評価指標

プラン頁 調査担当課 調査名 H26実績（％） H28目標（％）

1
全課室
（市民協働課ま
とめ）

市調査 22.40 30.0

2 人事課 市調査 32.0 30.0

引き続き、地域コミュニティ
連合会の部会である地域
コミュニティ活性化研究会
において、女性の地域参
加を促進する策を検討し
ていく。

防災関係の講習会等に男
女ともに参画できるよう、
引き続き参加を促す。

会議等への女性比率は約
２割であるため、引き続き
女性の登用を促進する。

内容

32

市の管理監督者の女性職員登用率

ＮＰＯ活動へは男女ともに
参画している。引き続き、
活動の支援を行っていく。

審議会等委員の女性登用状況

委員改選の際には、男女
比に配慮する。
（H28年度目標：50.0％）

委員改選の際には、男女
比に配慮する。
（H28年度目標：30.0％）

委員改選の際には、男女
比に配慮する。
（H28年度目標：50.0％）

（H28年度目標：40.0%）

 ２



第３項　生涯安心の暮らしづくり

■推進施策の成果指標

プラン頁 担当課 プラン事業名 事業内容 H25年度の実施実績 H26年度の取組予定

1 35 健康課 健康づくり事業
健康に対する意識を啓発するとともに、健康につ
いて見直す機会を提供する。

健康まつり参加延人数／
3,072人

2 35 健康課
特定健診後の保健指
導

特定健診受診結果により保健指導を行う。
保健指導受診率（健康課
実施分）／17.2％

3 35 健康課 健康診査及びがん検診
健康診査、人間ドック、各種がん検診、骨粗しょ
う症検診、歯の検診等を実施する。

がん検診受診率（乳がん）
／23.2％

4 35 健康課 健康教育
病態別教室、運動教室、人間ドック説明会、一般
健康講座等を実施する。

健康教育参加延人数／
5,396人

5 35 健康課 訪問指導
健診の結果、生活習慣の改善の必要な方等に
訪問指導を実施する。

訪問指導延人数／114人

6 34 健康課 健康診査の実施
４か月児・1歳６か月児・３歳児を対象に健康診
査、栄養相談、歯科健診（３歳児）を実施する。

乳幼児健診受診率／
97.9％

7 34 健康課 母子健康手帳交付 母子健康手帳の交付とその活用法を紹介する。
母子健康手帳交付者数／
529人

8 34 健康課
パパママスクール（育
児体験コース）

パパの妊婦・育児体験等を通して男性の育児参
画を促進する。

参加者延人数／109人

9 34 健康課 育児相談
乳幼児、妊産婦を対象とした身体計測、健康相
談、栄養相談、母乳相談、離乳食相談、歯科相
談を実施する。

相談者延人数／1,584人

10 34 健康課 家庭訪問
新生児、乳幼児、妊産婦のいる家庭へ訪問し、
保健指導・身体測定・相談等支援を行う。

家庭訪問件数／968件

11 34 健康課 予防接種

乳幼児、児童生徒を対象に予防接種を実施す
る。
乳幼児：ポリオ、３種混合、ＭＲ、ＢＣＧ、日本脳
炎、ヒブ、小児用肺炎球菌
小学生：２種混合、日本脳炎
中学生：ＭＲ、子宮頸がん　高校生：MR、子宮頸
がん

乳幼児予防接種率／
83.5％

12 34 健康課 外国人ママ交流会
外国人母子の交流会を通して、地域や家庭での
孤立を防ぐ。

外国人ママ交流会参加者
数／10組

13 36 高齢福祉課 介護保険事業
要支援、要介護状態になる前に介護予防事業を
実施し、要介護状態への移行を防止する

介護を必要としない高齢者
の割合／86.1％

14 36 高齢福祉課 介護保険事業 全高齢者を対象とする介護予防事業
介護予防事業の参加者数
／17,122人

15 36 高齢福祉課 介護保険事業
地域包括支援センターによる総合的な相談支援
業務を行う。（権利擁護事業、ケアマネジメント事
業を含む。）

地域包括支援センターへ
の相談件数／3,826件

16 36 高齢福祉課
介護保険事業（介護
教室）

要介護者を介護する家族に対し支援事業を行う
介護教室参加者数／106
人

17 36 高齢福祉課
高齢者福祉サービス
の充実

社会的支援が必要な高齢者に対し、家事や軽作
業など日常生活上の援助をすることにより、高齢
者の自立した計画の継続を可能にする。

利用者数／24人

18 36 高齢福祉課
高齢者福祉サービス
の充実

調理が困難なひとり暮らし高齢者等を対象に、
昼食を週５回届けることにより栄養改善並びに
安否確認を行う。

利用者数／103人

19 36 高齢福祉課
高齢者福祉サービス
の充実

高齢者の使用している寝具を、乾燥消毒し、衛
生管理を行う。

利用者数／7人

20 36 高齢福祉課
高齢者福祉サービス
の充実

６５歳以上の高齢者が、在宅で生活をしやすいよ
うに住宅を改修する費用の補助を行う。

申請件数／50件

引き続き、各支援や
サービスの利用しや
すさを検討し、市民の
健康づくりや子育ての
サポートに寄与する。

引き続き、各支援や
サービスを展開し、高
齢者自身の安心した
生活や家族の介護生
活のサポートにつな
げていく。
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第３項　生涯安心の暮らしづくり

■推進施策の成果指標

プラン頁 担当課 プラン事業名 事業内容 H25年度の実施実績 H26年度の取組予定

21 36 高齢福祉課
高齢者福祉サービス
の充実

要介護3以上の方で、理髪店、美容院に出向くこ
とが困難な場合居宅で理髪等を受ける場合の補
助券を交付

交付者数／人

22 36 地域福祉課
高齢者福祉サービス
の充実

認知症や知的障害等により福祉サービスを利用
する際の権利を守るため成年後見制度の利用
支援を行う。

相談件数／1件

23 37 地域福祉課 障害者生活支援センター

市内で生活する障害者の方が自立した生活がで
きるよう支援する。センターは赤羽根福祉セン
ター内に事務所を設置し、運営を事業所（さわら
び会）に委託する。業務内容は、生活・就労支
援、福祉サービスのコーディネイト、障害福祉
サービス体験、各種教室、サロン事業の開催な
ど

相談支援回数／262回

24 37 地域福祉課 レスパイトサービス事業

障害児（者）の介護負担の軽減と障害を持つ本
人の社会性の向上、生活習慣を身につけること
を目的としてサービス。障害者は、毎月第１，２，
３金曜日、あつみライフランドにて年間３６日、定
員約５名。障害児は、長期休暇（夏・春・冬休
み）、赤羽福祉センターにて開催、年間５０日　定
員５名。

延べ利用者数／140人

25 38 子育て支援課 母子父子家庭相談事業
母子自立支援員1名を市役所子育て支援課に配
置し、日常生活、児童の養育、母の就業等につ
いての相談に対応する。

相談指導件数／290件

26 38 子育て支援課 母子自立支援事業

母子家庭の自立を促進するため、就職に必要な
知識、技能を修得しようとする母に対して自立支
援給付金、高等技術訓練促進費を支給するほ
か、パートから正職員に切り替える雇用主に対し
て常用雇用転換奨励金を支給する。

自立支援事業給付件数／
2件

27 38 子育て支援課
母子家庭等日常生活
支援

母子家庭等の日常生活を支援するため家庭生
活支援員(ヘルパー)を派遣する。(支援内容:家
事、育児)

ヘルパー派遣実件数／
0件

■評価指標

プラン頁 調査担当課 調査名 H28目標（％）

青年期 90.0以上

壮年期 85.0以上

高齢期 75.0以上

2 高齢福祉課 市調査 88.0

3 市民協働課
H23市民アンケート調
査

学習機会・意識啓発の充実

内容

1

引き続き、各支援や
サービスを展開し、障
害者の安心した生活
や家族の介護負担の
軽減等につなげてい
く。

引き続き、母子父子
家庭の相談対応、自
立支援により、ひとり
親家庭の支援を行
う。

健康課
健康たはら２１計画
調査

「自分の健康状態を健康である」「まあまあ健康
である」と感じる人の割合

39

介護サービス受給率

女性の身体に関する自己決定権の尊重に関する意識啓発
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第４項　働きやすい場づくり

■推進施策の成果指標

プラン頁 課名 プラン事業名 事業内容 H25年度の実施実績 H26年度の取組予定

1 40 商工観光課
事業所に対する男女
共同参画の啓発

事業所へ法制度紹介及び女性の労働条
件の向上に向けたパンフレット等を配布
し、情報提供を行う。

講話の実施回数／0回

2 40 商工観光課 企業への意識啓発
企業や商工会へ講師を派遣して、男女共
同参画についての講話を実施する。

講話の実施回数／0回

3 43 文化生涯学習課 児童クラブ(学童保育)

小学校の放課後の児童の安全な居場所
づくりを目的として、低学年児童(1～3年
生)を対象に児童クラブを開設し、指導員
による遊びの指導や生活の場の提供を
行う。
(平日：放課後～午後6時、隔週土曜日・
夏休み等：午前8時～午後6時)

児童クラブ数／11

4 43 文化生涯学習課 放課後子ども教室

小学校の放課後に帰宅しても保護者が
いない市内小学校在学のすべての児童
を対象に開設し、指導員による遊びの指
導や生活の場の提供を行う。(平日：放課
後～午後6時、隔週土曜日・夏休み等：午
前8時～午後6時)

放課後子ども教室数／7

5 43 子育て支援課 児童館運営事業

児童健全育成の拠点的施設として、児童
センター及び西部児童館の2所で、児童
厚生員による遊びの指導、親子関係へ
のアドバイス活動等を実施する。また、親
子同士の交流の場として有効活用を図
る。

児童センター利用者数／
25,728人

6 43 子育て支援課
ファミリーサポートセン
ター事業

育児の援助を受けたい人と育児の援助
ができる人が会員となって、有償ボラン
ティアにより子どもの預かりや保育園の
送迎等一時的なl育児支援を実施する。
(料金：平日昼間500円/子ども1人1時間)

依頼・援助件数／32件

7 43 子育て支援課 一般保育事業

田原市に住所を有し保護者の就労や疾
病等により保育に欠ける1歳6月以上の
児童を、保護者の委託を受けて保育す
る。
・平常保育（月～金曜日　8:30～16:30）・
自由保育（土曜日　8:30～12:30）・早朝保
育（7:30～8:30）

入所園児数／1,668人

8 43 子育て支援課 特別保育事業

○長時間保育（第一、赤羽根、福江、伊
良湖岬、北部）　16:30～19:00
　　（北部のみ16:30～18:00）
      利用料　16:30～19:00 →2,000円/
月、16:30～18:00→1,000円/月
○乳児保育（第一、赤羽根、福江、伊良
湖岬）　生後10月～1歳6月未満
○一時保育（南部、高松、清田）　月14日
以内
　　　（利用料　3歳未満1,500円/日、3歳
以上1,000円/日）
　　　※1歳6月以上の児童
●民営化後の漆田保育園においても上
記の特別保育は実施。

特別保育メニュー数／3種

9 43 子育て支援課 地域子育て支援事業

地域の乳幼児を持つ親子を対象として、
育児不安等の育児相談、親子の関わり
の援助、子育てのアドバイス、仲間作り
等の育児（子育て）支援を目的として事業
を実施する。（中部保育園内ひまわり
ルーム・伊良湖岬保育園内なのはな
ルーム）
出張子育てひろば(赤羽根福祉センター、
泉市民館で週1回開設)

延利用者数／8,668人

県の啓発事業とも兼ね合
いつつ、事業所に対するパ
ンフレットの配布等を検討
する。

引き続き、地域の協力を得
ながら実施。

引き続き、各施設における
保育事業を展開し、育児・
就労支援に寄与する。

引き続き、育児に関する相
談対応等の支援を実施す
る。

 ６



第４項　働きやすい場づくり

■推進施策の成果指標

プラン頁 課名 プラン事業名 事業内容 H25年度の実施実績 H26年度の取組予定

10 44 農業委員会事務局 家族経営協定の促進
　農家における休日や給与、仕事の役割
分担と責任を明確にした家族経営協定
の締結を促進する。

新規家族経営協定締結戸
数／13戸

11 46 農政課
農林水産業女性チャ
レンジ支援

女性が農林水産分野にチャレンジできる
よう、相談や支援、情報提供を行う。

野菜ソムリエ育成数／20
人

12 46 市民協働課
起業、ＮＰＯ、ボラン
ティア等発足支援事
業

女性が市民活動にチャレンジできるよう、
相談や支援、情報提供を行う。

男女共同参画フェスティバ
ル参加団体数／27

■評価指標

プラン頁 調査名 実績 H28目標

掃除 39.4

洗濯 63.8

食事のしたく 606

食事の後片付け、食器洗
い

54.6

ゴミ出し 34.6

近所付き合い 7.0

乳幼児の世話 20.3

子どもの教育 8.6

介護 13.0

家計の管理 38.7

2 市調査 0 0

3 市調査
342

（H23年度）
300

（H26年度）

25～29歳 25.6 25.0

30～34歳 29.5 29.0

5 たはら21新農業
プラン改訂版より

220戸
（H23年度）

260戸
（H26年度）

6 たはら2１新農業
プラン改訂版より

192人
（H19～H24年度）

120人
（H25～H28年度）

H23年度市民ア
ンケート調査

平成２２年国勢調
査

内容

47

1
「すべて女性
が担当」の回
答率の減少

4 女性の年齢別就労割合におけるＭ字曲線の男性との差

家族経営協定締結戸数

新規就農者数

引き続き、家族経営協定の
締結を促進し、農家におい
て働きやすさを充実させ
る。

農家の女性を対象に「野菜
ソムリエ」を育成し、農家と
消費者を結びつける役割も
期待している。

引き続き、男女共同参画
フェスティバル等をとおし
て、女性が市民活動にチャ
レンジできるような機会を
提供する。

家庭での男女の役割分担の現状
各分野における「すべて女性が担当」の回答率

保育園の待機児童数

特別保育利用者数
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推進体制

■推進施策の成果指標

プラン頁 課名 プラン事業名 事業内容 H25年度の実施実績 H26年度の取組予定

1 人事課
市職員の男女共同
参画に関する研修

市職員向けの男女共同参画に関係す
る研修を実施し、職員が各事業で男女
共同参画の視点に立った事業実施を行
うことを目指す。
研修参加機会を男女の性差に関わらず
提供し、女性リーダー養成研修等への
参加を積極的に推進する。

人事課の実施する派遣
研修における女性職員
の参加機会の割合／
34.0％

女性リーダー養成研修等
に女性職員の派遣を促進
する。

2 市民協働課
男女共同参画を推
進する行政の会議
の設置

プラン事業を総合的、効果的に推進す
るために、事業担当係長による田原市
男女共同参画推進プランワーキングを
設置し、各担当課のプランの進捗状況
を把握する。

ワーキングの開催回数
／2回

庁内ワーキング会議を開
催し、各事業の担当課の
取組状況を把握するとと
もに、全庁的な男女共同
参画施策を推進する。
5月、10月、2月開催予定

3 市民協働課
市民で構成する組
織の設置

市民・団体・企業等からなる田原市男女
共同参画推進懇話会を設置し、プラン
の進捗状況を把握すると共に、幅広い
意見を徴収し、男女共同参画の推進に
関し、調査審議する。

懇話会の開催回数／
3回

懇話会を開催し、各主体
の取組状況を報告し、市
民への啓発に取り組む。
6月、10月、3月開催予定

49
50

田原市男女共同参画推進プランに基づく成果指標
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女性登用率の向上について 

審議会等に男女がともに参画し、平等に意見が反映されるよう、各課所管の審議会等

の委員登用にご配慮ください。委員選任はあて職によるところが多く、女性比率が低い

会議が多くなっていますが、各課において女性の人材発掘、育成に努めてください。 

また、市職員の管理監督者への女性登用率は着実に上昇しています。女性職員の能力

向上と並行して、男性管理職者の意識改革も必要です。引き続き、男女が共に能力を発

揮できるよう、各課室での人材育成、職員の男女共同参画の意識付けにご協力ください。 

 

■審議会等委員の女性比率推移＜平成 28 年度目標：30.0％＞（裏面参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※会議体により委員の総数、構成等が異なるため、数値のみで女性の参画度を測るこ

とは必ずしも適当ではありません。 

 

■市職員管理監督者の女性比率推移＜平成 28 年度目標：30.0％＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人事課資料より） 

 

資料４－１ 



 

資料５ 



第７回男女共同参画フェスティバルについて 

 

１ 概 要  

（１）開催目的 

広く市民に男女共同参画の意識を啓発し、田原市男女共同参画推進プランの目標「みん

なが自分らしく輝けるまち・たはら」を目指すことが目的のイベントです。自分らしく活

動に取り組む個人や市民活動団体が集い、日頃の活動を発表したり、他団体・一般来場者

と交流したりし、みんなで一緒にイベントを作りあげます。さらに活動を活発にしていた

だき、自分らしく生きる人と人とのつながりが広がることを期待します。 

 

（２）開 催 日  平成２６年８月２４日（日）※前年度懇話会にて決定。 

 

（３）開催場所  田原文化会館 多目的ホールほか 

 

（４）開催内容 

○市民活動団体等の活動発表（パネル展示、ステージ発表、ワークショップ、バザー等） 

○女性の生き方等をテーマとする映画上映、映画関係者の講演会 等 

 

（５）出展者募集 

７月７日（木）まで受け付け中（所定の申込書により市民協働課へ申込み。申込書は市 

民協働課で配布、または田原市 HP からダウンロード） 

 ✤✤✤周知方法✤✤✤ 

・広報及びホームページで募集 

・過去３年間で出展いただいた団体に個別文書送付。 

 

（６）運営体制 ※前年度懇話会にて決定。 

   ・懇話会にフェスティバル運営部会を設置する。 

   ・企画・準備は運営部会において進め、当日の運営は懇話会委員全員で行う。 

   ・懇話会委員の中から運営部会委員を選定し、部会長を選出する。 

   ・フェスティバル開催までに４回程度の運営部会を開催する。 

 

２ 協議事項  

（１）上映作品 

   ※詳細は今後の運営部会にて企画します。 

 

（２）運営部会の設置 

資料６ 



第６回男女共同参画フェスティバル開催状況 

日   時 平成２５年８月２５日（日）10:00～16:30 

場   所 田原文化会館多目的ホールほか 

開催内容 

○市民活動団体（市内外２８団体）による活動発表、パネル展示、

手作り品販売、ワークショップ等 

○映画「幸福な食卓」上映、映画監督トークショー 

来場者数 全体／６００人程度、映画上映会／２４２人 

 
■来場者アンケート結果（抜粋） 

①来場者の年齢層 

年 代 10 代以下 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上 無回答 

人 数 5 12 10 32 52 101 47 14

構成比 1.9 4.4 3.7 11.7 19.0 37.0 17.2 5.1 

②フェスティバルの感想 

 満足 ふつう 不満 無回答 

人 数 87 161 5 20

構成比 31.9 59.0 1.8 7.3 

③映画上映会＆トークショーの感想 

 よかった ふつう よくなかった 無回答 

人 数 109 75 2 87

構成比 39.9 27.5 0.7 31.9 

 
■状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

ステージ発表の様子                  ステージ発表の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブース出展の様子                 映画上映会＆トークショー 
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平成２６年度市民提案型委託制度（テーマ提示型） 

男女共同参画啓発事業について 
 
この制度は、行政がすべき事業について、市民活動団体から事業提案をして

いただき、団体と市が委託契約を結んで実施するものです。市民の自由で柔軟

な事業展開により、さらなる効果の広がりを期待しています。 

 

１ 募集するテーマ  
 男女共同参画啓発事業 

   市民を対象に、男女共同参画の意識を啓発するための講演会の企画・開

催もしくは啓発パンフレットの作成等 
 【例】・地域活動への女性の参画を促す啓発パンフレットの作成 
    ・子どもや若者を対象とする男女共同参画初級講座の開催 等 

 
 【参考】平成２５年度は応募なし 

 

２ 応募方法  
 ○広報たはら、市ホームページにて周知 
○所定の申請書類に必要事項を記入の上、７月１８日（金）午後５時（必着）

までに市民協働課へ提出 

 

３ 選考方法  
 ○公共性、的確性、実行性、費用対効果等の項目により、市が審査を行う。 
 ○書類審査、事業担当課へのプレゼンテーション審査を実施する。 

 

３ スケジュール（予定） 

 

日 程 内 容 

～７月１８日（金） 提案事業の募集 

７月下旬 審査会開催 

７月下旬 審査結果の通知 

８月上旬 提案者と事業担当課との協議 

８月中旬 契約締結、事業スタート 

契約の日～ 
平成２７年２月末日 

事業実施 

事業完了後 事業実績報告書の提出、委託料の支払い 
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映画作品リスト（案） 
 作 品 名 内  容 監督講演 出演者 

1 「ペコロスの母に会いに

行く」 

監督／森崎東 

2013 年日本／113 分 

 

長崎で生まれ育った団塊世代のサラリ

ーマン、ゆういち。ちいさな玉ねぎ「ペコロ

ス」のようなハゲ頭を光らせながら、漫画

を描いたり、音楽活動をしながら、父の死

を契機に認知症を発症した母みつえの

面倒を見ていた。迷子になったり、汚れ

たままの下着をタンスにしまったりするよう

になった彼女を、ゆういちは断腸の思い

で介護施設に預けることに。苦労した少

女時代や夫との生活といった過去へと意

識がさかのぼっている母の様子を見て、

彼の胸にある思いが去来する。 

 漫画家・岡野雄一が、自分が経験した

ことをまとめたエッセイコミックを実写化し

た。 

講演不可 

（予定あり） 

※原作漫

画の複製

パ ネ ル 展

示可 

岩松  了 

赤木 春恵 

2 「麦子さんと」 

監督／吉田恵穂 

2013 年日本／95 分 

 

声優を目指して奮闘中の麦子が、兄・

憲男と暮らすところに、かつて二人を捨

てた母・彩子が戻ってくるが、間もなく病

のために帰らぬ人となる。麦子は、納骨

のため母がかつて青春を謳歌した田舎

を訪れると、町の人気者だった彩子に似

ている麦子の登場に町の人々は活気づ

く。町の人々との交流を経て母の知られ

ざる一面に触れ、それまでとは違う母に

対する思いを抱いていく。 

確認中 掘北 真希 

松田 龍平 

余 貴美子 

３ 「そして父になる」 

監督／是枝裕和 

2013 年日本／120 分 

 

 子どもの取り違えという出来事に遭遇し

た２組の家族を通して、愛や絆、家族と

いったテーマを感動的に描く。 

第６６回カンヌ国際映画祭で審査員賞

受賞。その他、日本アカデミー賞、アジ

ア太平洋映画祭など受賞多数。 

 

 

確認中 福山 雅治 

尾野真千子 

真木よう子 



 作 品 名 内  容 監督講演 出演者 

４ 「人生、いろどり」 

監督／御法川修 

2012 年日本／112 分 

 

 過疎化と高齢化が進む徳島県の上勝

町で、シルバー世代の女性たちが中心と

なり、道に生えている草や葉っぱを料理

のツマとして販売するビジネスが大成功

を収めた実話を映画化。成功すると誰も

考えていなかった葉っぱビジネスを立ち

上げた幼なじみの女性 3 人が、事業を通

じて夫婦や家族のきずな、これからの生

き方を見つめ直していく。 

確認中 吉行 和子

富司 純子

中尾 ミエ 

５ 「旅立ちの島唄 

～十五の春～」 

監督／吉田康弘 

2012 年日本／114 分 

 

沖縄本島からおよそ 360 キロ離れた絶

海の孤島南大東島を舞台に、少女の成

長や家族の絆を島唄のメロディーに乗せ

てストーリーが展開する。 

14 歳の優奈は、島内に高校がない南

大東島で父親と2人で暮らしている。子ど

もたちは進学のため 15 歳で島を出るた

め、彼女の母親も姉の進学と共に那覇に

ついていったきり戻って来ない。優奈は

少女民謡グループ・ボロジノ娘のリーダー

を任されたものの、進路のことで思い悩

んでいた。 

確認中 三好 彩花 

大竹しのぶ 

小林  薫 

 

事務局提出 


	1【次第】
	２【名簿・配席表】
	3【資料1】懇話会規約（最終版）
	４【資料1-1】懇話会の概要
	5
	6
	７【資料3】各委員の取組状況
	８【資料4】市の取組
	９【資料4-1】女性登用率向上について
	１０【資料5】愛知県の現状
	１１【資料6】第7回フェス概要
	１２【資料6-1】第6回フェス開催状況
	１３【資料7】委託制度
	１４【チラシ】内閣府男女共同参画週間
	１５【事務局資料】映画作品リスト

